












要約:精神医学の立場から三つのリサーチクェスチョン：(1)被虐待を引き起こすハイリス

クは何か。(2)ハイリスクを持つ家庭に対してどのような保健指導法は大切か。(3)地域に

おける被虐待児対策はいかにあるべきか、に答えていくために国内国外の文献から精神医

学的にみたリスク要因を検討、考察してみた。その結果(1)の答えとしては親側には狭義

の精神病があることはどちらかといえは稀であり、それよりも自らに被虐待歴があること

が次の世代の虐待につながりやすいことが分かった。(2)自ら被虐待歴がある人間が大人

になる過程でさまざまな精神科的疾患を呈してくるが、それらは狭義の「精神病」とされ

るよりもうつ状態あるいは人格的偏りとして記述されることが多いものであった。例とし

ては周産期うつ病多重人格障害、心的外傷後ストレス障害、摂食障害などであった。それ

らの障害を呈する人々への適当な援助が必要であることが推測された。(3)への回答とし

ては専門職への児童虐待に関する認識の浸透の必要性や、子育てをする過程で若い母親が

感じる孤立感、不安感を吸い上げる対処策などが示唆された。


